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建設業の人材育成を考える



Kenzai Monthly  May 2014 Kenzai Monthly  May 20143 2

建設業の

震災復興や景気回復による需要の増加に伴い、

大工や型枠工など建設技能者の不足がクローズアップされている。

現在、現場は中高年の熟練職人たちによって支えられているが、

若者の建設業界への入職の先細りは看過できない。

次世代に技術承継がされないままの10年、20年先は、

優れた技能と経験を持った建設技能者の不足が

さらに深刻化するだろう。

今号では職人不足の現状を分析し、先進的に

人材確保 ･育成に取り組む企業、職業訓練校を紹介する。

を考える
人材育成

職
人
不
足
で
入
札
不
調
が
続
く

　

東
京
新
聞
の
調
査
に
よ
る
と
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
三
県
の
復
興
住
宅
建
設

が
、
２
０
１
４
年
１
月
末
時
点
で
計
画
の

約
３
％
し
か
完
成
し
て
い
な
い
と
い
う
。

遅
れ
の
原
因
の
一
つ
は
入
札
の
不
調
だ
。

資
材
高
騰
に
加
え
、
人
手
不
足
と
そ
れ
に

伴
う
労
賃
の
高
騰
が
入
札
不
調
を
も
た
ら

し
、
そ
の
影
響
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
新
庁

舎
の
建
設
な
ど
、
全
国
各
地
の
公
共
工
事

に
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
本
番
を
迎
え
る
国
の
「
国
土

強
靱
化
計
画
」
に
よ
る
公
共
工
事
の
拡

大
、２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
施
設
建
設
の

増
加
な
ど
、
建
設
業
界
は
ま
す
ま
す
活
況

を
呈
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
以
前

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
人
手
不
足
は
深
刻

化
の
様
相
を
見
せ
て
い
る
。

減
り
続
け
る
人
材

　

人
手
不
足
は
、
特
に
大
工
や
型
枠
工
、

鉄
筋
工
な
ど
の
建
設
技
能
労
働
者
（
建
設

技
能
者
）
の
絶
対
数
の
不
足
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
２
月
の

建
設
労
働
需
給
調
査
で
は
、
指
標
と
し
て

い
る
８
職
種
＊

す
べ
て
が
不
足
傾
向
だ
と

い
う
。
ま
た
、
不
足
と
回
答
し
た
企
業
の

約
４
割
が
「
技
能
者
を
確
保
で
き
る
見
通

し
は
暗
い
」
と
答
え
て
い
る
。

　

建
設
技
能
者
は
こ
の
20
年
間
で
73
万
人

減
少
し
、
２
０
１
２
年
は
３
３
５
万
人
と

な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
が
絡
み
合
っ
て
お
り
、
複
合
的
要
因
で

人
材
不
足
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

一
つ
は
近
年
の
建
設
投
資
の
急
激
な
減

少
だ
。
こ
こ
十
数
年
の
公
共
工
事
減
少
な

ど
で
市
場
が
縮
小
し
、
建
設
業
者
数
は

ピ
ー
ク
時
の
60
万
社
（
１
９
９
９
年
度
）

か
ら
47
万
社
（
２
０
１
２
年
度
）
に
減
少
。

そ
れ
に
伴
い
建
設
業
界
で
働
く
就
労
者
数

も
大
幅
に
縮
小
し
、
技
能
者
の
採
用
も

減
っ
た
。
さ
ら
に
受
注
競
争
の
激
化
に
よ

り
賃
金
が
切
り
下
げ
ら
れ
、
ベ
テ
ラ
ン
の

職
人
た
ち
の
離
職
が
続
き
、
熟
練
技
能
者

の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
。

若
者
の
就
業
率
が
低
い
理
由

　

建
設
専
門
業
者
へ
の
調
査
（
２
０
０
７

年
）
に
よ
る
と
、
若
者
が
入
職
し
な
い
原

因
に
つ
い
て
は
、
収
入
の
低
さ
、
仕
事
の
き

つ
さ
、
休
日
の
少
な
さ
、
作
業
環
境
の
厳

し
さ
、
社
会
保
険
な
ど
の
未
整
備
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
労
働
環
境

で
は
、
若
い
入
職
希
望
者
は
減
っ
て
く
る
。

　

そ
の
結
果
、
建
設
業
界
で
働
く
人
の
年

齢
構
成
は
い
び
つ
な
形
と
な
っ
た
。
約
３

割
が
55
歳
以
上
で
、
29
歳
以
下
は
わ
ず

か
１
割
に
す
ぎ
な
い
。
建
設
業
へ
の
若
者

の
入
職
率
は
25
年
間
で
６
割
も
低
下
し
、

全
産
業
と
比
べ
て
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
る
。

　

こ
の
状
態
を
放
置
し
た
ま
ま
で
は
、
将

来
の
建
設
業
界
の
人
手
不
足
は
ま
す
ま
す

深
刻
化
し
て
い
く
。
ま
た
、
若
者
が
入
っ

て
こ
な
い
の
で
次
世
代
へ
の
技
術
継
承
が

で
き
な
く
な
り
、
熟
練
し
た
技
能
労
働
者

が
い
な
く
な
る
と
い
う
大
き
な
問
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
る
。

60
歳
以
上
が
引
退
す
る
10
年
後

　

現
在
、
60
歳
以
上
の
建
設
技
能
者
は
約

52
万
人
い
る
が
、
10
年
後
に
は
そ
の
大
半

が
引
退
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の

穴
を
埋
め
る
に
は
、
若
者
の
入
職
者
を
確

保
し
て
建
設
技
能
者
に
育
て
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
一
人
前
の
技
能
者
に
な
る

に
は
、
職
種
に
も
よ
る
が
お
お
む
ね
10
年

は
か
か
る
と
い
わ
れ
る
。
技
能
者
の
育
成

は
、
今
や
待
っ
た
な
し
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

技
能
者
の
確
保
・
育
成
対
策

　

建
設
業
界
の
人
材
不
足
に
関
し
て
、
国

土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省
は
連
携
し
て
、

２
０
１
３
年
６
月
に
改
善
策
を
提
示
し

た
。
人
材
確
保
施
策
と
し
て
は
、
建
設
産

業
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
建
設
現
場

へ
Ｇ
Ｏ
！
」
の
Ｈ
Ｐ
を
開
設
。

　

人
材
育
成
施
策
と
し
て
は
、「
も
の
づ
く

り
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」
を
活
用
し
た
若
年

技
能
者
の
実
技
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
補
助
金
な
ど
で
行
わ
れ

る
「
職
業
訓
練
施
設
」
で
の
教
育
・
訓
練

は
、
建
設
技
能
者
の
育
成
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
最
近
は
ど
の

訓
練
校
も
訓
練
生
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う

共
通
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
訓
練
内
容

が
実
用
的･

効
果
的
で
な
い
、
事
業
主
が

訓
練
に
出
す
余
裕
が
な
く
な
っ
た
な
ど
が

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
職

業
訓
練
施
設
の
共
同
化
や
広
域
化
な
ど
に

よ
る
機
能
強
化
が
今
後
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
企
業
が
独
自
で
自
社
の
建
設
技

能
者
育
成
に
乗
り
だ
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
現
在
の
復
興
需
要
や
五
輪
特
需
が

終
わ
っ
た
後
に
人
手
不
足
が
一
時
的
に
緩

和
し
た
と
し
て
も
、
少
子
高
齢
化
の
中
、

将
来
さ
ら
に
深
刻
な
人
手
不
足
に
な
る
こ

と
は
目
に
見
え
て
い
る
。
先
送
り
す
る
こ

と
な
く
若
い
人
材
の
確
保
・
育
成
が
企
業

に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

特集

＊ 建設技能労働者８職種…型枠工（土木）、型枠工（建築）、左官、とび工、鉄筋工（土木）、鉄筋工（建築）、電工、配管工

若者が建設業界に入職しない原因
収入の低さ

仕事のきつさ

休日の少なさ

作業環境の厳しさ

環境イメージの悪さ

社会保険等福利の未整備

仕事量減少への不安

仕事内容の単調さ

家族や知人の反対

その他

不明

出所：建設産業専門団体連合会「建設技能労働力の確保に関する調査報告書」（2007年3月）
＊調査対象は建設産業専門団体連合会の会員団体に加盟する会社およびその下請会社。
　回答社数は584社。
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建設業における教育・訓練の実施主体

出所：国土交通省「建設技能労働者の就労状況等に関する調査」（2009年3月）
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出所：総務省「労働力調査年報」
＊2011年については東日本大震災の影響により不明。
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建設業（55歳以上） 33.6％

28.7％

16.7％

11.1％建設業（29歳以下 ）

全産業（29歳以下 ）

全産業（55歳以上）

33.6％

28.7％

16.7％

11.1％

国土交通省の建設産業戦略的広報推進
協議会が展開する「建設現場へ GO ！」

（http://genba-go.jp/）
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基
礎
か
ら
実
践
技
能
ま
で

木
造
住
宅
の
専
門
家
を
育
成

　

１
９
８
８
年
開
校
の
住
友
林
業
建
築
技

術
専
門
校
（
千
葉
県
四
街
道
市
）
は
、
家

づ
く
り
に
関
す
る
技
能
・
技
術
者
の
育
成

を
行
う
住
友
林
業
の
企
業
内
訓
練
校
だ
。

こ
こ
で
訓
練
を
受
け
る
人
は
、「
住
友
林

業
の
家
」
の
施
工
専
門
会
社
で
あ
る
住
友

林
業
ホ
ー
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
）

に
入
社
後
、
訓
練
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
。

　

同
校
で
は
、
木
造
住
宅
建
築
に
お
い
て

長
い
歴
史
を
持
つ
住
友
林
業
が
蓄
積
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
伝
統
的
な
在
来
工

法
か
ら
最
も
近
代
的
な
工
法
ま
で
を
幅
広

く
訓
練
生
に
伝
授
す
る
。「
心
・
技
・
体

|
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
技
能
者
の
養
成
」

を
目
指
し
た
独
自
の
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
り
、
家
づ
く
り
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
育
て
て
い
る
。

　

講
師
を
務
め
る
の
は
経
験
豊
か
な
ベ
テ

ラ
ン
技
能･

技
術
者
で
、
一
級
技
能
士
の

資
格
取
得
者
が
常
勤
し
て
い
る
。
生
徒
７

〜
８
名
に
１
人
の
担
任
を
付
け
る
体
制

で
、
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
。
ま
た
、

訓
練
生
活
で
は
、
２
人
１
部
屋
の
寮
生
活

を
原
則
と
し
、
社
会
人
と
し
て
の
規
律
や

行
動
を
身
に
付
け
る
た
め
の
マ
ナ
ー
教
育

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

や
建
設
関
連
業
な
ど
、
33
の
全
国
団
体
が

母
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

教
育
訓
練
に
関
し
て
は
公
的
な
資
格
取
得

を
目
標
と
す
る
コ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
業
界
が

今
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
る
の
か
、

現
場
か
ら
の
声
を
反
映
さ
せ
た
多
様
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
」

　

こ
う
説
明
す
る
の
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の

菅
井
文
明
専
務
理
事
だ
。
総
合
建
設
業
向

け
の
コ
ー
ス
が
中
心
だ
が
、
一
方
戸
建
て

住
宅
の
新
築
需
要
が
頭
打
ち
と
な
る
中
、

注
目
が
集
ま
る
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
に
対
応

す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
の
が
「
リ
フ
ォ
ー

ム
コ
ー
ス
」
だ
。
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
内

装
工
事
の
施
工
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
「
リ
フ
ォ
ー
ム
内
装
施
工
コ
ー
ス
」
や
、

配
管
工
事
の
知
識
と
技
能
を
習
得
し
て
住

居
系
配
管
工
事
の
施
工
が
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
「
リ
フ
ォ
ー
ム
建
築
配
管
工

コ
ー
ス
」
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
開
校
当
初
か
ら
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
多
能
工
の
育
成
だ
。

  

「
ひ
と
り
で
さ
ま
ざ
ま
な
工
程
を
請
け
負

う
こ
と
が
で
き
る
多
能
工
を
育
成
す
る
こ

と
は
、時
代
の
ニ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
校
当
初
か
ら
開
設
し
て
い
る
多
能
工

コ
ー
ス
は
、
全
部
で
８
つ
の
コ
ー
ス
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
建
築
基
礎
多

能
工
コ
ー
ス
の
場
合
、
46
日
間
の
訓
練
日

程
で
と
び
や
型
枠
施
工
な
ど
の
基
礎
を
学

び
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
や
鉄
骨
建
方
、

そ
し
て
ボ
ー
ド
や
ク
ロ
ス
貼
り
な
ど
リ

フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
技
能
も
習
得
し
て
、

小
規
模
の
建
設
工
事
が
で
き
る
人
材
を
育

成
し
ま
す
」

若
い
人
に
は
仕
事
の
面
白
さ
や

意
義
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事

　

同
セ
ン
タ
ー
の
受
講
者
は
、
数
年
の

実
務
経
験
を
積
ん
だ
人
や
ベ
テ
ラ
ン
も

い
る
が
、
そ
の
多
く
が
新
入
社
員
で
あ

る
と
い
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
同
セ
ン
タ
ー
の
カ
リ
キ
ュ

　

建
設
業
界
に
お
け
る
職
人
不
足
問
題
が

叫
ば
れ
る
中
、
独
自
の
活
動
で
問
題
解
決

を
図
る
企
業
や
団
体
も
あ
る
。こ
こ
で
は
、

３
つ
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

「
内
製
化
シ
ス
テ
ム
」
で
、

２
０
０
名
超
の
職
人
を
育
成

　

木
造
注
文
住
宅
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
設
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
行
う
株
式
会

社
平
成
建
設
（
静
岡
県
沼
津
市
）
は
、
建

設
業
へ
の
大
学
生
就
職
希
望
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
肩
を
並
べ
、
毎
年

ト
ッ
プ
テ
ン
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。

入
社
希
望
者
は
年
を
追
う
ご
と
に
増
え
続

け
、
今
年
は
７
０
０
名
に
面
接
し
て
53
名

が
入
社
し
た
。
そ
の
半
数
が
大
工
、
技
能

工
の
職
人
志
望
だ
。

　

同
社
は
１
９
８
９
年
の
創
業
以
来
、
内

製
化
を
事
業
の
基
本
に
据
え
、
職
人
を
自

社
で
育
成
し
て
き
た
。
そ
の
数
は
社
員
の

約
４
割
を
占
め
る
２
０
０
名
を
超
え
、
若

手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
揃
っ
た
一
大
職
人

集
団
を
形
成
し
て
い
る
。

　

必
要
な
職
人
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で

賄
う
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
な
建
設
業
界

で
、
職
人
の
社
員
化
や
教
育
へ
の
投
資
は

経
営
に
大
き
な
負
担
を
か
け
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
実
践
し
て
き
た
理

由
は
、
秋
元
久
雄
社
長
の
危
機
感
と
、
日

本
の
木
造
文
化
を
支
え
て
き
た
〝
大
工
〟

へ
の
深
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
。

  

「
職
人
を
育
て
る
に
は
長
い
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
教
育
投
資
も
半
端
な
も
の
じ
ゃ

な
い
。
同
業
者
か
ら
は
み
な
、
リ
ス
ク
が

高
す
ぎ
る
、
仕
事
が
な
い
と
き
に
は
ど
う

す
る
ん
だ
、と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

10
年
後
や
20
年
後
を
考
え
た
ら
、
内
製
化

を
や
ら
な
い
方
が
遙
か
に
リ
ス
ク
が
大
き

い
ん
で
す
。
昨
今
、
職
人
が
足
り
な
い
と

騒
い
で
い
ま
す
が
、
現
在
主
力
の
60
〜
70

代
の
職
人
が
現
場
か
ら
い
な
く
な
り
、
職

人
が
本
当
に
不
足
す
る
時
代
が
来
る
の

は
、
実
は
こ
れ
か
ら
な
ん
で
す
」

　

将
来
を
見
据
え
、
25
年
間
、
地
道
に
自

分
た
ち
の
手
で
職
人
を
育
て
て
き
た
の
だ
。

創
意
工
夫
を
発
揮
で
き
る
大
工
と

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
の
多
能
工

　

秋
元
社
長
に
は
、
も
う
一
つ
の
考
え
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
大
工
の
復
権
だ
。

  

「
決
め
ら
れ
た
寸
法
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
建

材
を
取
り
付
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分

の
知
恵
や
創
意
工
夫
を
発
揮
で
き
る
本
来

の
大
工
を
目
指
せ
と
、
社
員
に
言
い
続
け

て
き
ま
し
た
」

　

こ
う
し
た
独
自
の
経
営
ス
タ
イ
ル
に

興
味
を
示
し
た
大
卒
や
大
学
院
卒
の
就

職
希
望
者
が
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
全
国

か
ら
集
ま
り
始
め
た
。
新
入
男
子
社
員

は
営
業
志
望
も
職
人
志
望
も
入
社
と
同

時
に
工
務
部
に
配
属
さ
れ
、
運
搬
や
足

場
組
み
な
ど
現
場
の
力
仕
事
で
１
年
間

汗
を
か
く
。
仕
事
を
教
え
る
の
は
入
社

３
年
目
の
先
輩
だ
。

　

新
入
社
員
は
入
社
２
年
目
ま
で
に
希
望

職
種
に
配
属
さ
れ
、
大
工
や
技
能
工
の
修

業
を
始
め
る
。
こ
の
時
、
大
工
志
望
者
は

初
め
て
玄げ

ん
の
う翁
＊
を
持
た
せ
て
も
ら
う
。「
大

工
は
10
年
で
一
人
前
の
一
年
生
」
と
秋
元

社
長
は
語
る
が
、
同
社
の
10
年
選
手
は
、

ほ
か
の
会
社
で
は
一
人
前
以
上
の
技
能
と

知
恵
を
身
に
付
け
て
い
る
と
い
う
。ま
た
、

技
能
工
は
基
礎
、
土
木
、
型
枠
、
足
場
、

鉄
筋
な
ど
あ
ら
ゆ
る
建
設
技
能
を
身
に

付
け
た
多
能
工
と
し
て
教
育
さ
れ
る
。

 

業
界
の
ニ
ー
ズ
を
重
視
し
て

〝
現
場
で
役
立
つ
〟
教
育
訓
練

　

か
つ
て
旧
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）

が
建
設
大
学
校
静
岡
朝
霧
校
を
置
い
た
跡

地
を
利
用
し
て
、
１
９
９
７
年
に
開
校
し

た
の
が
、
建
設
技
術
者
・
技
能
者
の
教
育

訓
練
施
設
で
あ
る
富
士
教
育
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
だ
。
運
営
は

職
業
訓
練
法
人
全
国
建
設
産
業
教
育
訓
練

協
会
が
行
っ
て
い
る
。

  

「
当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、
専
門
工
事
業

多
能
工
育
成
や
職
場
環
境
の
改
善
で

建
設
業
界
の
未
来
を
担
う
人
材
を
養
成

株式会社平成建設
代表取締役社長

秋元久雄 氏
現場ではベテランが若手社員を指導

宮大工が大工を指導する勉強会を実施

体育館では墨付けの練習が行われていた

広い敷地内では足場の組み立て訓練もできる

職業訓練法人
全国建設産業教育訓練協会
富士教育訓練センター 専務理事

菅井文明 氏

実物大の平屋建モデル棟建築による実習訓練

住友林業建築技術専門校

特集

平成建設における多能工は基礎、土工、型枠、足場、鉄筋の 5 つ。　 ＊ 頭の両端にとがりのない金づち。
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ラ
ム
を
修
了
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ

に
現
場
の
即
戦
力
に
な
る
と
は
い
え
な
い

と
菅
井
氏
は
話
す
。
し
か
し
、
一
通
り
の

経
験
を
積
め
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
、

同
世
代
の
仲
間
た
ち
と
学
ぶ
時
間
が
、
彼

ら
に
仕
事
に
対
す
る
心
構
え
を
持
た
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

  

「
訓
練
の
修
了
間
際
に
な
る
と
〝
こ
の
業

界
で
生
き
て
い
く
覚
悟
が
で
き
た
〟〝
同
じ

目
標
を
持
つ
多
く
の
仲
間
が
い
る
こ
と
を
心

強
く
思
っ
た
〟
な
ど
、
生
徒
は
非
常
に
頼
も

し
く
な
り
ま
す
。〝
近
頃
の
若
い
者
は
仕
事

が
続
か
な
い
〟と
嘆
く
声
が
聞
か
れ
ま
す
が
、

仕
事
の
意
義
や
面
白
さ
を
伝
え
て
い
な
い
こ

と
が
原
因
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
」

　

訓
練
費
用
に
は
助
成
金
を
活
用
で
き
る

た
め
、事
業
主
の
負
担
は
わ
ず
か
で
す
む
。

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
新
入
社
員
の
ほ

か
、保
護
者
の
見
学
会
も
実
施
し
て
い
る
。

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
用
意
し

と
び
職
の
育
成
に
注
力

　

戸
建
住
宅
を
中
心
に
「
セ
ブ
ン
足
場
」

と
し
て
建
設
現
場
の
足
場
施
工
事
業
を

全
国
展
開
す
る
株
式
会
社
三
共（
大
阪
市
）

は
、
い
わ
ゆ
る
と
び
職
の
人
材
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

三
共
で
も
職
人
不
足
は
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
真
田
孝
範
社
長
は
、
そ
の

危
機
感
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

  

「
建
設
業
全
体
の
就
業
者
数
が
減
り
、
か

つ
若
い
と
び
職
人
が
建
設
業
界
に
入
っ
て

こ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
」

　

そ
こ
で
三
共
で
は
、
と
び
職
人
の
待
遇

改
善
、
建
設
現
場
の
作
業
環
境
や
意
識
の

改
革
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
構
築
な

ど
の
施
策
を
行
う
な
ど
、
職
人
問
題
に

真
っ
向
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

真
田
社
長
は
、
10
年
以
上
前
か
ら
、
と

び
職
人
の
金
髪
や
ピ
ア
ス
、
だ
ぼ
だ
ぼ
の

ズ
ボ
ン
な
ど
、
業
界
内
で
は
そ
う
珍
し
く

は
な
い
が
外
か
ら
見
れ
ば
非
常
識
な
〝
だ

ら
し
な
い
〟格
好
の
改
善
に
努
め
て
き
た
。

三
共
の
統
一
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
さ
せ
、
現
場
の
他
の
ス
タ
ッ
フ

や
近
隣
に
挨
拶
を
し
、
現
場
や
周
辺
の
掃

除
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
策

に
よ
っ
て
、
と
び
職
人
自
身
の
地
位
向
上

や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
と
び
職
人
に
は
、
こ
れ
ま
で
長

期
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
と
い
う
も
の
が
な

か
っ
た
。
三
共
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

施
策
の
一
つ
と
し
て
「
社
内
マ
イ
ス
タ
ー

制
度
」
を
検
討
し
て
い
る
。
高
齢
の
職
人

を
技
能
に
秀
で
た
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認

定
し
、
後
進
の
指
導
・
育
成
な
ど
に
従
事

し
て
も
ら
う
仕
組
み
だ
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

将
来
も
き
ち
ん
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
が
用
意

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
若
い
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
と
び
職
へ
の
入
職
を
促
す
効
果
を

期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
働
く
環
境
作
り
の
一

環
と
し
て
、
三
共
で
は
職
人
を
集
め
た
会

議
「
Ｓ
Ｔ
Ｃ
（Sankyo Trust Com

m
uni-

cation

）」
を
開
催
。
そ
こ
で
は
、
三
共
の

中
期
経
営
計
画
の
説
明
や
、
施
工
コ
ン
テ

ス
ト
の
表
彰
式
な
ど
を
行
い
、
と
び
職
人

の
将
来
を
共
に
考
え
、
足
場
の
仕
事
に
誇

り
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
も
ら
う
活
動
も

展
開
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
職
人
不
足
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
人
材
育
成
と
合
わ
せ
て
、
す
で
に

働
い
て
い
る
職
人
に
い
か
に
長
く
継
続
し

て
仕
事
を
し
て
も
ら
う
か
も
重
要
だ
。

  

「
若
い
人
が
業
界
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
現
場
で
支
え
て

く
れ
て
い
る
人
の
労
に
報
い
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
例
え
ば
、
待
遇
改
善
に
つ
い
て

は
、
労
務
単
価
を
引
き
上
げ
、
付
帯
作
業

に
つ
い
て
も
支
払
い
額
を
見
直
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
新
た
な
と
び
職
人
の
確
保
に

も
つ
な
が
る
の
で
す
」

　

長
く
仕
事
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
施
策

と
し
て
、
従
来
の
鋼
製
仮
囲
い
を
Ｐ
Ｖ
Ｃ

（
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
）
製
に
変
更
し
て
軽

量
化
を
図
っ
た
り
、
足
場
施
工
用
の
リ
フ

ト
を
開
発
し
て
体
力
面
で
も
施
工
面
か
ら

も
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

  

「
足
場
の
施
工
が
で
き
な
く
な
っ
て
か
ら

の
仕
事
を
確
保
す
る
こ
と
も
安
心
し
て
働

け
る
職
場
環
境
と
し
て
は
大
切
で
す
ね
」

株式会社三共
代表取締役社長

真田孝範 氏

さまざまな施策を通じて、とび職の人材確保につなげる

職人を集めた会議「STC」の様子。職人に仕事の誇りやビジョンを
持ってもらうのに役立つ

特集
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道
５
社
の
相
互
直
通
運
転
開
始
で
、

川
越
市
の
観
光
客
数
は
２
０
１
３
年

に
過
去
最
多
の
６
３
０
万
人
超
を
記

録
し
た
。
そ
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
川
越
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
鐘
撞
堂「
時
の
鐘
」だ
。

　

江
戸
の
風
情
を
残
し
た「
蔵
造
の
町
並
み
」

（
１
９
９
９
年
に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
）
に
建
つ
。
歴
史
は
古
く
、
江
戸

時
代
の
初
期
に
川
越
城
主
が
建
設
し
た
と
さ
れ

る
。
度
重
な
る
火
災
で
焼
失
、
再
建
を
繰
り
返
し

て
き
た
。
現
在
の
櫓
は
１
８
９
３
年（
明
治
26
年
）

の「
川
越
大
火
」
の
翌
年
に
再
建
さ
れ
、
今
年
で

１
２
０
年
目
を
迎
え
た
。

　

櫓
は
木
造
銅
板
葺
き
で
高
さ
は
約
16
メ
ー
ト

ル
。
４
本
の
柱（
約
40
セ
ン
チ
角
の
杉
材
）
に
鐘

撞
き
台
が
組
ま
れ
た
形
で
、
外
壁
は
四
面
と
も
板

壁
。
余
分
な
装
飾
が
な
く
、
凜
と
し
た
美
し
さ
が

町
並
み
と
調
和
し
て
い
る
。
櫓
の
内
部
は
三
層
か

ら
な
る
。
通
り
抜
け
が
で
き
る
ピ
ロ
テ
ィ
状
の
高

床
に
か
け
ら
れ
た
梯
子
の
よ
う
な
階
段
を
上
っ
て

第
二
層
に
上
が
る
と
四
畳
半
ぐ
ら
い
の
空
間
で
、

壁
に
は
太
い
筋
交
い
が
た
す
き
に
入
っ
て
い
る
。

　
建
設
当
初
の
櫓
は
礎
石
の
上
に
柱
を
置
い
た
石

場
建
。
そ
の
後
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
基
礎

を
設
置
し
た
が
、
柱
下
部
の
腐
食
が
見
つ
か
っ
た

た
め
、
近
く
耐
震
改
修
工
事
に
着
手
す
る
。

　
現
在
も
自
動
打
鳴
機
で
１
日
に
４
回
、
鐘
が
撞

か
れ
て
お
り
、
大
晦
日
に
は
除
夜
の
鐘
を
鳴
ら
す

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。
町
の
人
々
や
観
光

客
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
城
下
の
面

影
を
残
す
町
並
み
で
時
を
知
ら
せ
続
け
る
。

＊
内
部
は
非
公
開

写
真 

＝ 

清
水
タ
ケ
シ       

撮
影
協
力 

＝ 

川
越
市
教
育
委
員
会

〝
小
江
戸
〟
川
越
の

  
時
を
知
ら
せ
る  

時
の
鐘

鉄
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最
小
ロ
ッ
ト
の
商
品
発
注
で

少
在
庫
を
実
現 

—
—

東
京
の
浅
草
と
上
野
の
中
間
、
お
よ

そ
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
通
り
に
１
７
０
店

舗
あ
ま
り
の
調
理
・
厨
房
器
具
を
扱
う
専

門
店
が
建
ち
並
ぶ
「
か
っ
ぱ
橋
道
具
街
」。

日
本
一
の
道
具
街
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地

で
、
大
正
元
年
か
ら
営
業
を
続
け
る
老
舗

の
卸
問
屋
が
、
株
式
会
社
飯
田
で
あ
る
。

鍋
や
お
玉
、
お
ろ
し
金
な
ど
の
ほ
か
、
料

理
道
具
全
般
を
専
門
に
扱
う
が
、
驚
か
さ

れ
る
の
が
各
商
品
の
種
類
の
多
さ
だ
。

  

「
例
え
ば
、
計
量
ス
プ
ー
ン
と
い
え
ば

５
㏄
や
15
㏄
な
ど
が
一
般
的
で
す
が
、
当

社
の
場
合
非
常
に
小
さ
な
０
・
１
㏄
か
ら
巨

大
な
２
０
０
０
㏄
ま
で
幅
広
く
取
り
そ
ろ

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
や

ガ
ラ
ス
製
な
ど
素
材
の
違
う
計
量
カ
ッ
プ

や
、
左
利
き
用
、
両
手
利
き
用
な
ど
も
扱
っ

て
い
ま
す
。
計
量
ス
プ
ー
ン
ひ
と
つ
で
そ

れ
ほ
ど
の
種
類
を
置
く
必
要
が
あ
る
の
か

と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
ど
れ
も
お
客

様
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
取
り
扱
い
を
始

め
た
も
の
で
す
。
特
殊
な
商
品
は
、
た
く

さ
ん
売
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
一
度
し
か
売

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す（
笑
）。で
も
ニ
ー

ズ
が
あ
る
以
上
置
く
こ
と
が
当
社
の
ポ
リ

シ
ー
。〝
飯
田
に
行
け
ば
必
ず
あ
る
〟と
思
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
ん
で
す
」

—
—

同
社
で
は
「
ヒ
ン
ト
ノ
ー
ト
」
と
い

う
も
の
を
書
い
て
い
る
。
店
頭
で
「
も
っ

と
粗
く
削
れ
る
お
ろ
し
金
は
な
い
か
」「
左

利
き
用
の
キ
ッ
チ
ン
鋏
が
あ
る
と
便
利
な

の
に
」
な
ど
の
お
客
様
の
声
を
拾
う
た
め

の
も
の
で
、
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
商
品
を
仕

入
れ
る
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
最
大
限
応

え
る
た
め
の
大
切
な
ツ
ー
ル
だ
。
ま
た
、

取
り
扱
い
は
多
品
種
で
あ
り
な
が
ら
、
少

在
庫
を
実
現
し
て
い
る
。

  

「
店
頭
に
し
か
在
庫
が
な
い
商
品
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
商
品
は
な
る
べ
く
店
頭

に
出
し
て
、
倉
庫
に
在
庫
は
持
た
な
い
。

そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
最
小
ロ
ッ
ト
か
つ

高
頻
度
で
発
注
を
か
け
て
い
る
た
め
で
、

メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
実

現
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
当
社
と
し
て

は
仕
入
れ
た
以
上
は
絶
対
に
売
り
切
り
、

メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
利
益
も
上
げ
る
こ
と
を

約
束
し
て
い
ま
す
」

—
—

〝
こ
ん
な
商
品
も
あ
っ
た
の
か
！
〟

と
驚
き
と
楽
し
み
を
感
じ
て
も
ら
い
、

買
っ
て
み
よ
う
、
使
っ
て
み
よ
う
と
思
わ

せ
る
店
づ
く
り
に
こ
だ
わ
る
同
社
。
料
理

道
具
約
１
万
点
と
い
う
品
ぞ
ろ
え
の
多
さ

は
、
同
業
者
が
ひ
し
め
く
か
っ
ぱ
橋
道
具

街
で
も
群
を
抜
い
て
い
る
。

  

「
週
に
一
度
、
社
員
全
員
に
よ
る
勉
強
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。今
週
は
フ
ラ
イ
パ
ン
、

来
週
は
お
ろ
し
金
な
ど
と
商
品
を
決
め
、

新
商
品
の
機
能
に
関
す
る
知
識
か
ら
各
道

具
の
流
行
、
そ
し
て
お
客
様
が
ど
ん
な
状

況
で
ど
ん
な
調
理
を
す
る
た
め
に
そ
の
商

品
を
お
求
め
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
共
有
し
合
い
ま
す
。
ま
た
、

実
際
に
自
分
で
商
品
を
購
入
し
て
、
使
用

感
を
確
か
め
て
い
ま
す
。
料
理
道
具
の
最

新
知
識
だ
け
で
な
く
、
使
い
心
地
や
利
便

性
を
把
握
す
る
な
ど
、
常
に
〝
お
客
様
目

線
〟
を
持
つ
こ
と
で
、
一
般
の
方
だ
け
で

な
く
プ
ロ
の
料
理
人
も
満
足
さ
せ
る
商
品

提
案
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

他
店
に
な
い
品
ぞ
ろ
え
で

ど
ん
な
要
望
に
も
応
え
る
店
に

—
—

同
社
が
現
在
の
よ
う
に
料
理
道
具
の

専
門
店
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
30
年
代
で

あ
る
。

  

「
大
正
元
年
に
こ
の
地
で
建
具
屋
と
し
て

出
発
し
、
そ
の
後
は
食
肉
の
消
費
増
大
を

受
け
、
精
肉
店
専
門
の
道
具
店
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
飲
食
店

で
必
要
な
も
の
、
例
え
ば
白
衣
か
ら
食
器
、

メ
ニ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
や
装
飾
用
の
提
灯
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た

ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
形
態
だ
と
、
商
品

ご
と
の
種
類
が
増
や
し
に
く
い
。
景
気
の
良

い
時
代
に
は
商
品
は
回
転
し
て
い
ま
し
た

が
、
長
引
く
不
況
の
中
で
不
良
在
庫
が
増

加
し
、経
営
は
厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

—
—

そ
こ
で
料
理
道
具
の
種
類
の
絞
り
込

み
か
ら
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
変
更
ま
で
大
鉈

を
振
る
っ
た
の
が
、
２
０
０
８
年
に
専
務

取
締
役
に
就
任
し
た
、
現
社
長
の
息
子
で

あ
る
結
太
氏
だ
っ
た
。

  

「
天
井
ま
で
積
み
上
が
っ
て
い
た
商
品
を

一
掃
し
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
お
客
様
の
目

の
高
さ
に
ま
で
下
げ
、
ス
チ
ー
ル
棚
を
す

べ
て
温
か
み
の
あ
る
木
の
棚
に
替
え
ま
し

た
。
あ
え
て
迷
路
の
よ
う
に
陳
列
す
る
こ

と
で
、
商
品
を
発
見
す
る
楽
し
さ
も
演
出

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
商
品
の

取
り
扱
い
を
止
め
る
こ
と
は
、
長
年
支
え

  ｜付｜加｜価｜値｜創｜造｜に｜挑｜戦｜

目企業注
訪ねるを

徹
底
的
な
お
客
様
目
線
で

商
品
提
案
を
行
う

老
舗
の
料
理
道
具
店

株
式
会
社 

飯
田

約 1万点もの品ぞろえでお客様のニーズに応える

店内いたるところにあ
るポップ。「ポップは
“しゃべらないセールス
マン ” なんです」（飯田
専務）

本　　社 	●	東京都台東区西浅草2-21-6
創　　業 	●	1912年
資 本 金 	●	1000万円
従 業 員 	●	７名
事業内容 	●	飲食店向け・一般向けの厨房機器・
	 	 料理道具の卸売・小売業

株式会社飯田

大正時代のころの写真。当時は
建具を扱っていた

トングだけでも数十種類を用意

計量スプーンは0.1ccから2000cc
までそろえている

飯田敬
け い

子
こ

 氏

飯田結
ゆ う

太
た

 氏

代表取締役社長

専務取締役て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
申
し
訳
な
く
、

勇
気
が
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
分
、

お
客
様
か
ら
の
ど
ん
な
要
望
に
も
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
料
理
道
具
で
は
他
店
に
は

な
い
品
ぞ
ろ
え
に
す
る
と
決
意
し
ま
し

た
。
以
降
、〝
店
で
道
具
を
選
ぶ
の
が
楽

し
い
〟〝
こ
ん
な
に
便
利
な
道
具
が
あ
っ

た
と
は
〟
な
ど
の
声
を
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
売
上
げ
は
毎
年

前
年
比
20
％
増
を
実
現
し
て
い
ま
す
」

—
—

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
最
大
限
に
応

え
、
あ
え
て
多
品
種
の
品
ぞ
ろ
え
に
こ
だ

わ
る
。
一
方
で
過
剰
在
庫
は
せ
ず
在
庫
リ

ス
ク
を
小
さ
く
す
る
。
老
舗
の
料
理
道
具

店
の
手
法
に
、
過
剰
在
庫
問
題
を
解
決
す

る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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実家（兵庫）の木造住宅をリフォームすることになりました。主に屋根・壁の塗替えで、
70代半ばの母が悪戦苦闘しながら数社の見積りとにらめっこ中。専門用語だらけの上、
“一式”表記で、もはや何がなんだか分からない見積りが多い中、あるリフォーム会社さ
んの見積書は、要工事箇所の写真と平易な言葉で必要性を添えた解説がとても分かり
やすく、母曰くとても好感が持てたとのこと。実際の技術やコストは分かりませんが、
見積りのデザインひとつでお客さんに与える安心感が変わってくるものだと実感。 （M）

編集室より

広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

編

集

後

記
住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業開発部

kenzai-monthly@sfc.co.jp

今月のニュース
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　2013年度補正予算で実施された既存住宅の「長期優良
住宅化リフォーム推進事業」の2014年度公募が開始され
た。今回は評価基準に基づく公募に加え、独自の提案やよ
り高いレベルの長期優良住宅化の取組みについても公募す
る。公募内容は以下の通り。 

（1） 評価基準に基づく長期優良住宅化リフォーム
   　（評価基準型）
　内容は2013年度補正予算版と同じ。評価基準に基づい
て住宅性能の向上を図る。

（2） 提案による長期優良住宅化リフォーム（提案型）　　　　
　必ずしも評価基準では評価できない、高度な先導性・汎用
性・独自性などを持った提案で長期優良住宅化リフォームの実
現手法の提案を求める。例えば、「設計手法・工法・材料など
の新技術の導入」、「地域独自の気候・風土への対応」、「低コ
ストの実現手法」、「長期に性能を維持保全する仕組み」など。

　提案に際しては次のことが求められる。

①	提案の概要と先導性・汎用性・独自性などを図表等で分
かりやすく説明し、客観性のある検証結果を示す。

②	劣化対策、耐震性、省エネ性などの各評価項目につい
ての措置と効果を記述する。

　なお、劣化対策、耐震性については一定の性能向上が見
込まれるA基準以上を満たすことが必要（劣化対策は場合に
よってA基準相当とすることも可能）。また、すべての評価
項目で、新築の長期優良住宅と同程度の水準であるS基準
相当の場合は、上限200万円/戸が可能となる。

　採択事業決定は、（1） は6月下旬、（2） は7月中旬の予定。
　また、すべての評価項目でS基準を満たす長期優良住宅化
リフォームへの補助事業（補助額:補助率1/3・上限200万
円/戸）は、7月中をめどに公募開始の予定。

◎ 問い合わせ先

長期優良住宅化リフォーム推進事業事務局
メール：qanda@choki-reform.com
電　話：03-5805-0522　FAX：03-5805-0533
ホームページ：http://www.kenken.go.jp/chouki_r/

公募内容	：	評価基準型、提案型
補  助  額	：	補助率1／3、上限100万円／戸
	  （提案型のS基準相当の場合は上限200万円／戸が可能）
応募期間	：	4月25日～5月30日18時（必着）
工事着手	：	原則として2014年12月末まで
工事完了	：	原則として2015年１月末まで
☆ 詳細は事務局ホームページ等をご参照ください

＜ 2014年度「長期優良住宅化リフォーム推進事業」公募概要 ＞

２０１４年度「長期優良住宅化リフォーム推進事業」
補助金公募（4月25日～5月30日）始まる

準耐火の木造老人ホームが竣工
一般流通材で躯体現しを実現

　住友林業は、柱と梁を現しとする準耐火木造老人ホームプ
ロジェクトに取り組んでおり、4月30日に竣工の運びと
なった。
　国土交通省が推進する「2012年度木造建築技術先導事
業」に採択された同プロジェクトは、業界初の一般流通材を
用いた構造躯体現しの準耐火建築物。
　105mm角の柱を木受材や金物で補強した後に強化せっ
こうボードを施工したり、105mm幅の梁が露出する寸法
を制限し、天井内に隠れる部分を耐火被覆した仕様を採用。
小・中断面材で準耐火構造45分の性能を確保しながら、木
造感・木質感を演出し、住み心地のよい高齢者の住まいを実
現した。
　約2500㎡の木造2階建て建物は、ラウンジだけでなく居

室も梁が現しになっており、その木質感が高齢者に安心感を
与える。また、フローリングは、歩行音、歩行感、転倒時の安全
に配慮した木質床材を開発。クッション層を持つラウンジの
浮き床は適度な柔らかさを保ち、歩いていても疲れが少なく
高齢者にやさしいつく
りとなっている。
　今回の試みを元に、今
後、中・大規模の準耐火
木造建設で、一般流通材
を用いたコスト削減や、
プレカット加工などの
戸建住宅などへの技術
活用が期待される。

－介護付有料老人ホーム
    「チャーム四條畷」（大阪府）
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（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

新  設  住  宅  計
建築主別

3月
2月 1月 12月対前月比

69,68969,411
1,829

67,860

22,891
27,744

669
18,385

8,674
9,654

61,969

7,720

1,767
3,314

0
2,639

36,757

32,932

148
20,275
12,363

92
54

2,052
67,359

21,650
28,925

368
18,468

8,290
10,044

61,147

8,264

1,942
3,535

0
2,787

36,896

32,515

664
19,855
11,836

93
67

△ 278
223

△ 501

△ 1,241
1,181

△ 301
83

△ 384
390

△ 822

544

175
221

0
148

139

△ 417

516
△ 420
△ 527

1
13

△ 0.4（％）
12.2

△ 0.7

△ 5.4
4.3

△ 45.0
0.5

△4.4
4.0

△ 1.3

7.0

9.9
6.7

-
5.6

0.4

△ 1.3

348.6
△ 2.1
△ 4.3

1.1
24.1

△ 2,045
221

△ 2,266

△ 3,229
2,939
△ 39

△ 1,716
△ 1,286

△ 451

△ 771

△ 1,274

258
△ 897

△ 80
△ 555

△ 2,741

696

274
△ 471

892
19

△ 18

△ 2.9（％）
12.1

△ 3.3

△ 13.0
11.3

△ 9.6
△ 8.5

△13.4
△4.3

△ 1.2

△ 13.4

15.3
△ 20.2

△ 100.0
△ 16.6

△ 6.9

2.2

70.3
△ 2.3

8.2
25.7

△ 21.2

77,843
1,661

76,182

24,955
29,953

355
22,580
11,941
10,530

69,670

8,173

914
3,602

498
3,159

40,199

37,644

19
22,835
14,683

53
54

89,578
1,983

87,595

31,858
35,634

184
21,902

9,736
12,026

79,929

9,649

1,502
4,158

421
3,568

51,505

38,073

268
21,861
15,798

84
62

対前年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
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2013年度
新設住宅着工戸数は
987,254戸。

前年度比
プラス10.6％で
4年連続の増加。
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